


OFFSHORE誌特別企画

本部特別･専門委員会への公開質問
ご自身がお考えになる、現在のNORCが抱える最重要課題とは何ですか？

質問1について、どのような取り組み方が考えられますか？

貴委員会が現在抱えている課題、あるいは実行したい仕事とは何ですか？

質問1．ご自身がお考えになる、現在のNORCが抱える最冒

質問2．質問1について、どのような取り組み方が考えらホ

質問3．貴委員会が現在抱えている課題、あるいは実行した

質問4．質問3について、どのような対処で臨まれますか？

訴訟対策特別委員会委員長/大儀見薫

田いわゆる｢構造改革｣が最重要課題であり、これは再三代議員会､理事

会等で確認されてきたものである。NORCの活性化は公益法人としての本

部活動を明確に位置づけ、支部代議員会の議決機関としての機能を充実する。

回現在進められている構造改革に係わる具体的な提案の実現｡その過程、

仕事の進め方を、万機公論に決する、機関中心に責任と権限の所在を明確に

する必要がある。一言で言えば、規則等、ルールに基づいて民主的運営。

回言うまでもなく、たか号の民事裁判に勝訴することである。この中で特

に重要なことはレースへの参加は参加各艇の自己責任に基づくものであるこ

とばかりでなく、クルーもまた、外洋に出るリスクを承知の上で参加してい

ることを明確にすること。

囚第一義的に裁判対策を強力に進めることである｡第二にNORCの会員

全体の問題として取り組める様、理事会としての最重要課題であることを具

体的に進める。

海外でも注目されているこの裁判の理解のベースを拡げる。（大儀見）

外洋ヨット安全対策特別委員会委員長/大儀見薫

田訴訟対策委員会として述べたものと同じ

回同上

BORCのスペシャル･レギュレーションの運営､検査等の活動は『備品」

チェックで終っているか。本委員会の主要任務は、オーナー（及びクルー）

の自己責任思想の徹底である。USsailingの安全セミナーの日本判実現。

四本委員会の委員の補強とその活動の充実｡日本財団の事業補助金事業と

しての理事会による明確な位置付けと、バックアップ体制の確立。

OFFSHORE誌面でのこのテーマの継続的な採り上げ。（大儀見）

総務委員会理事/石井竹彦委員長/埴原洋利

田・ショートレンジでは赤字体質財政の改善

●ロングレンジでは普通のヨツトマンが誰でも参加して一緒に活躍した

くなるような、クリーンなイメージの魅力あるNORCになること。

●JYA問題の積極的推進。

回本部機能の効率化｡支部機能の活発化(楽しさのアピール)、本部機能の

充実のための規約改正、OFFSHORE誌を活用した積極的PRを通じ、風

通しのよい、クリーンなイメージの創造をはかる。

回本部事務局の効率化｡地方支部の交流を密にして､情報の一体化を促進

する。

回くメッセージとして〉支部の方々 が東京へこられた時は､お互いが抱え

る諸問題をダベリ合える機会をつくりたい。（石井）

会報小委員会理事/浅野英武

田(1)赤字体質からの脱却

(2)本部事務局スタッフの質的向上、補強

(3)潜在会員の発掘・増強

(4)執行部と各委員会・各支部の円滑なコミュニケーション

回(1)リストラばかりではなく収入増(ex賛助会員制度)をはかる施策をと

ることが必要。(2)現在のスタッフでは満足な会員サービスをおこなうには不

足、有能な事務局長を置くこと｡(3X4)ひとえに各理事、支部長のやる気の問

題だと思います。

回､OFFSHORE"はNORCと会員を結ぶ唯一のコミュニケーション

ツールとして考えています。赤字体質の元凶の様に思われがちでスタッフー

同ツライ思いをしていますが現在、第3種の郵送料と発送手数料（これだけ

で1号あたり45万円)、制作費、印刷費含みで－部あたり￥300で作っていま

す。最低コストで年11回を発行していることをご理解いただきたいと思いま

す。

囚広告ｽボﾝｻー の発掘をボランティアで進めています｡会員各位のご協

力・ご紹介をよろしくお願い致します。経費の節減には一番効果的です。編

集内容はゼネラルな情報サービスを主眼に硬軟とりまぜて全方位で進めてい

くつもりです。各支部の広報ツールとしてもご活用下さい。ご支援をお願い

致 します。（浅野）

財務委員会理事／鈴木保夫

田現在､NORCは財務内容か非常に悪くなっており､95年度は赤字決算と

なりました｡96年度予算は暫定予算となっていますので、一日も早く本予算

を組み、96年度を黒字決算にする事が最重要課題です。へ

回財務問題は財務委員会のみでは解決できない所まできています｡構造部

会、政策委員会等、協会をあげて取り組んでいく必要があります。

mNORC本部及び､事務局の仕事が増えている様に思われます｡公益法人

として事務局でやらなければならない仕事と、委員会または支部がすべき仕

事との仕分けをして、それに合わせた予算組みをしたいと思います。

囚まず､各専門委員会の委員長にお集まり頂き､活動計画について意見を

聞く。事務局の移転も含め、管理費の見直し等を行い。どこまで経費を削減

できるか検討し、6月までに予算編成を行います。（鈴木）

政策委員会理事／戸田邦司

(政務多忙につき回答未到着）

海事思想普及委員会理事/能條秀夫

田赤字体質の改善

公益法人だから、大幅な黒字は必要ないが、収支のバランスのとれた経営が

大事。

回経常経費(固定費)の削減｡各委員会予算をゼロ計上しても赤字となる。

事務所移転問題はクリアーしたのだから今回は専務理事以下、有給職員の人

件費の見直し。財政再建にタブーはない。 へ

回会員の拡大･増員｡海は楽しいもの、ヨットはやさしいもの｡マリンス

ポーツの中でとりわけヨットは費用がかからず、一生つきあえるスポーツレ

ジャーである事をアピールしていきたい。

囚全支部の理事及び､FCに各マリーナに入会申込言を置いてもらう事を

徹底する。月一回八一バーとのミーティングを開く。特に新設マリーナ(例：

横浜ベイサイドマリーナ）には強力なアプローチが必要。（能條）

安全委員会理事／古川保夫委員長／長江博人

田委員会機能の見直し

ここ10年間でヨットの楽しみ方は大きく変化していると感じています。と

ころがNORCにおいては活動の中核をなす各種委員会の構成が|日来のまま

であり、変化に対応しきれていません。これを早急に新しい委員会の構成と

機能に生まれ変わらせる必要があると考えます。例えば安全委員会の場合は

ルールなどの技術的内容に関しては他の技術的分野の委員会に統合して一元

的に管理すべきであろうと思いますし、安全セミナーなどの実践的な内容に

関しては他の実践的内容の委員会と統合して統一的なイベント等を実施すべ

きだろうと考えております。

回回四（回答無し）（長江）

計測委員会理事/林賢之輔委員長/大橋且典

田会員を増やすこと。誰にでも、わかりやすい協会とすること。

回各会員が､会員としてのメリットを提出前に､会のために自分に何がで
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16委員会理事･委員長からのアンケート回答

きるかを考えていただきたい。

回計測業務は厳正中立公平正確かつ迅速が要求されている。実行体制を整

備すること｡ORCから管理を委任されているルールを遵守すること。国内

CR部会との一層の連携を保つこと。

回当委員会の作業内容を会員によく理解していただき､協力をお願いした

い。将来ヨット協会との連合を見据えながら、レーティング・オフィスの将

来像を画く必要がある。（林）

技術委員会理事/林賢之輔

回門戸をより広く開き、より多くの人達の賛同を得て、より多くの会員を

確保すること｡ﾖｯﾄ乗りが誰でも持っている､無意識的に潜在する排他的

へ素を自覚し､ﾒﾘｯﾄ論的協会から脱出すること｡

回当協会を創設した人達のスピリットをよく理解したうえで､公益法人と

して、なすべき仕事を確実に実行していくこと。将来あるべき姿のイメージ

を明確にし、誰にもわかりやすい協会とすること。

回法制委員会に協力し､規則緩和を推進すること｡EUを中心にボート／ヨ

ットに関する基準作成が進んでいるか、日本標準化協会を通じてオフショア

ヨットに関し、積極的に参加したい。

囚当委員会と計測委員会はメンバーが重複し、作業内容を同一視されるこ

とが多いが、実戦部隊として協力してくれる人材不足か原因である。将来に

向けて役割をより明確化し、人材補強する必要がある。（林）

帆走委員会理事／児玉萬平委員長／宮坂敬三

mJYAとの合同問題｡早期の実現が､公益業務とクラブ領域の事業との区

分を加速させ、NORC･JYA互いに、真のナショナルオーガナイザーとし

て戦略的な組織拡大を図ることができる様になる。

回過去の経緯互いの組織の上にのみ立った論議を止め､合同後のナショ

ナルオーガナイザーとしての有るべき姿を議論し、その実現に向けて具体的

行動を起こすべく早急のワーキングが必要。

回帆走委員会の課題は､本部ﾚー ｽ実行部隊としての活動から、これから
へ

)NORCのレース活動のポリシーを固め、それを周知徹底することができ

るステアリングコミッティーに変革すること。

回実勢にそぐわなくなって来たNORC外洋ﾚｰｽ規則を見直す事。レー

スの多様化に対応する運用マニュアルを策定する事。レースを社会への外洋

ヨット活動の告知の手段としてアピールしていくこと｡(児玉）

ルール委員会理事／石井正行

田財政の健全化､赤字体質の改善｡そのために必要な事は増収と経費の圧

縮である。増収のためには会員の増加が不可欠であるが、会員としてのメリ

ットがないという不満が横溢している。この点の改善が絶対に必要。

回安易な会費値上げは禁物。クルージング・ランデブー､夏祭り、安全フ

ェスティバル等の企画を支部またはフリート単位で、あるいは内容の充実し

た魅力ある講演会や講習会を有料で開催、会員は割引料金等、会員メリット
一

往o

回新ﾙｰﾙの衆知徹底、ルール遵守習慣の浸透を図り、ルールを守った正

直者が馬鹿をみない公正な環境作り。良質なジャッジの育成。帆走指示書作

成要領の指導。限られた予算の範囲内でこれらを効果的に実行すること。

囚新ルール又はタクティカル･ルールの講習会等を有料で開催する。

NORCの外洋レース規則の見直しを行う。ジャッジの勉強会とルール解釈

の統一を図って全国ルール委員会を開催し、支部における講習会の充実を図

る 。（石井）

（）内は回答者、回答はいずれも原文のまま

通信委員会理事／稲葉文則委員長／池内貞二

田会が存続していくのに一番大事なものは会員である。今NORCは会員

か減少しつつある会であり、それをくい止め、会員を増やす事をしなければ

ならない時である。「会員拡大｣、これにつきる。

回会員の減少をくい止める案､永く会員でいればそれなりのメリットやス

テータスがある様にする。会員カードを有段制にする。会員を増やす案。ヨ

ットに乗るのに必要な資格、知識、経験を給える社団法人とする。多様な会

員制度を作る。

回来年度までにORCカテゴリーに合うよう、国際VHF無線機の搭載を

積極的に進める。またカテゴリー4以下の艇にはマリンVHFの普及を計る。

回国際VHF局開設の方法｡免許講習会｡VHF基地局の新規開局を進め

る。また免許等の規制緩和を当局に働きかける。（稲葉）

法制委員会理事／戸田邦司委員長／渡辺保夫

(政務多忙につき回答未到着）

クルージング委員会理事／小林義彦

回・本部運営に対しての財政問題｡各支部においては各地の事情に合わせ

た独立採算による運営が行われている。

●JYAとの合同問題

●現在数年にわたって会員数は横ばいであり会員増加をはからねばなら

ない。

回・本部機能と支部機能の一線を引いた組織確立｡それに伴い本部運営の

リストラ。10％～15％のリストラをすることによって、数年はかかる

が健全運営の方向に向うと思う。

●積極的な会員増強｡各支部に会員(増強)委員会の設置｡NORCのPR

によって、かなりの会員増加は期待出来ると思う。

回各支部との連係の確立｡'|胄報交換(関東支部では新島を中心に活動され

ている。東海支部も年一回クルージングミーティングを行っている)｡各支部

の状況と意見交換。「海から見よう。日本｣の様な企画があれば、全支部クル

ージング委員会で各地ごとにバックアップする。

回まず各支部にお願いして、クルージング委員会を確立していただきたい。

各支部選出のクルージング委員長会議を行い、意見交換をしたい。支部単位

で委員会は活動を積極的に行っていただきたい。全国的なクルージングに出

る会員には､全支部のクルージング委員会でそのｴﾘｱはホストしていただ

き たい。（小林）

泊地対策委員会理事／周東英卿委員長／大塚英

回本部と関東支部を完全かつ早急に分離させて、本部の関東支部依存体質

を改善すること。また、本部は何をなすべきか？そのための組織は如何に

あるべきか?本部もしくはNORCの意義について会員に明示すること。

回現行の本部の業務と体制を否定し、新しい時代｡新しい環境に相応しい

業務と体制の青写真を白紙の上に描くことが肝要である。

回現行の本部委員会の中には、他の委員会と統合または常設委員会として

は廃止すべき委員会がある。その中の－つが泊地対策委員会であると考える。

泊地に関わる問題は、本来的には地域の問題であり、従って、当該支部が取

り扱う問題である。もし、本部の協力・支援を要するような場合には、特別

委員会を設置して対応すればよい。

回上記理由〔質問(3)の回答参照〕により、コメントは差し控えたい。

（周東）
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ジユリールームより(その6）

まちがいだら｛のヨ＝寅一ナツト用回目そのE
NORCﾙｰﾙ委員長石井正行

OFFSHORE3月号(No.245)で、シートという言葉がすべてのロープの代名詞のよう

に使われているのは誤りであると掲商したが、その中で｢BowLineをボーリンと書いた

雑誌がある」と書いた。

すると、早速「あれはボーリンでいいのだ」というお手紙をいただいた。それも、ベテ

ラン・セーラーでもある海事関係の専門家からである。それによると「バウ・ラインで

も間違いではないが、海の専門家の問ではボーリンと呼んでいる」とのことである。そ

こで今回は「バウ・ライン」か「ボーリン」かという点をすこし掘り下げてみたい。

1.Bowの発音｜
Bow(①弓、eお辞儀する、⑧船首)の発

音には大別して2通りある。

①弓の発音はボー(bou)であるが、eお

辞儀する、と⑧船首の発音はバウ(bau)で

ある。それはどんな辞書にも間違いなくそう

書いてあるし、私たちもそう信じて今でもそ

のように使い分けている。

|2ボー
ところが、以上は陸上人種の一般的な使い

分けであって、船乗りが⑧の意味で使う場合

でも、ボー(bohboubo)と発音する場

合がある。例えば；

BowEye(bohai)弓型の端末をもっ

たボルトで、リギンがとりつけられるように

着脱式となっている。デキ上に多い。(NT)

(Boughai)小型艇の最前部バウに固定

されたアイボルトで、肪いまたは曳航に用い

られる。(NT)

(1)BOWLINE

Bowlines

(第1図）

(Z）BOwLINE

Bowline(boulin;米boulain)①は

らみ網。e紡い結びBowIine－Knot

(EJ)上では多くの用途がある（肪い結び、

ボーライン・ノットー筆者注一)。

⑧スクエア・リグの帆船のセールのリーチ

にとりつけて前方にリードしたロープ。クロ

ース・ホールドの時にこれを引いておけばセ

ールの風上側のエッジはしっかりとタイトに

なる。（第1図参照）

スクエア・リグの帆船がクロース・ホール

ドで走っている時、これをsailonabow-

line(ボーリンで帆走中）という。(SS)

(bOlin)①船舶で一般に使われるループを

作る結び方で、滑って自然に解けることはな

く、食い込むこともない｡(肪いに結び）

eスクエア・リグの帆船の動索の一種で、

セールのエッジにとりつけられ、セールの風

上側を調節するのに用いられる｡(NT)

（ボーライン）①はらみ網｡e-杯開きの

時、横帆の風上部が風でばたばたするので、

これを防ぐために帆縁を前方に張り出すため

の索。(KJ)

（ボーリン）横帆の風上リーチを船首方向

に引いて、開き帆走における帆の漂動を防ぐ

ロープ。

普通に「紡い結び」と呼んでいる結び方は

このbowlineに使ったのが始まりで、この

結び方はボーリン・ノットと読むべきである。

江戸期の弁財船にもbowlineは使われて

おり、普通は「両方網」と呼ばれたが、「ボー

レン」と書いた文書もある｡(指摘者）

le

(第2図）

－3－

Bowsprit(bousprit又はbausprit)

第一斜借、帆船の船首から突き出した円材

(EJ)

(bo-sprit)同上(SS)(第2図参照）

(bOsprit)船の最前部から突き出された

円材。マストを支えるロープをできるだけ前

方から取るためである。このロープはフオ

ァ・ステイと呼ばれ、ここにセールを取り付

けることもある。従ってジブをセットするこ

とがBowspritのもう一つの目的であるへ

(NT)

（バウスプリット）ノノ(KK)

BowXhackle(boh)弓型のシャック

ル、主としてロープの接続に用いる。(NT)

（バウシャックル)丸形シャックル｡(KK)

(第3図参照）

a 3

C ．

(第3図）

へ

3．バウ

以上のようにBowを｢ボー｣と発音する場

合もあるが、やはり「バウ」という場合の方

が多い。その例は次の通り。

Bow-line(bau-lain)船をドックまたは

桟橋に紡うのに使うロープはいくつかあるが、

バウ・ラインは船の前部から直接岸壁にリー

ドするもの。(NT)

(これに対してStern-lineスターン・ライ

ンがある）

Bowline(発音記号はないが、Bow-

lineとは別項に掲載されている）

英国ではb□wrope、米国ではbowfast･

船のバウにとりつけてあり、陸上のビットま

たはリングに結んで船を繋留するロープ。

(SD)(第4図参照）



二里

1.艶wllne/rOPe

2S1ernllneﾉrope

3BIeasl『ope/|Ine
4BackorquaI1erspr
5Headof10｢esprln9

(第4図）

Bowline(バウ・ライン）横着け係留。

Headline｡(KK)

その他、次の単語はすべて(bau一)。

BowChaser(NT)帆船時代の軍艦の

バウに設けられた2門の砲で、敵を追ってい

る時に撃つ。

BowDoor(NT)船の最前部に設けた

ドア（あまり一般的ではない)。

Bow-fast(NT)バウから前方に延びた

ヘープで肪われている船の状態。

Bow-fender(NT)古タイヤまたは屑

ロープなどを工夫して船の前に取り付け、繋

留中の船の舳先を保護するもの。

Bow-grace(NT)流氷から船を守るた

めに、バウから垂らした古いチェーン。

(KJ)船首防氷物（極寒海域を航海する船が

流氷との激突を避けるために、船首につける

古ロープなどで作った緩衝物）

Bow-handle(NT)小艇の前部に固定

されたハンドル。艇を釣り上げたり、固縛し

たりするのに使う。

BowLocker(NT)船の前部に作られ

たロッカー。

Bowplate(SD)ヘッドスルのタック

やフォア・ステイをつけるためにステムに取

り付けられた金物。

Bowrail(SD)バウのパルピット。

Bowwave(SD)船が水上を進む時に

生じる波。バウから斜めに広がって行く八字

波。DIvergingwaveともいう

(KJ)。

以上の通り、はらみ綱または両方綱は

Bowと|ineが－語となった複合語で

Bowline、発音は「ボーリン」（英）または

｢ボーライン」（米）であるから、もやい結び

も「ボーリン･ノット」または「ボーライン・

ノット」となる（下記〔注〕参照）が、もや

いに用いるバウの綱はBowとLineの二語

で、発音は英米ともに「バウ・ライン」であ

る。

つまり、「ボーリン」と「バウ･ライン」と

は、あくまでも別である。

(注〕現在一般的に「ボーライン・ノット」と

呼ばれている結び方は、その邦訳が「肪い

結び(もやいむすび)」であり、実際にバウ

の肪いを結ぶ時に使われる結び方だから、

いかにも「船首紡い綱の結び方」（バウ･ラ

インのノット）と誤解されそうであるが、

本来は「はらみ綱」をセールに結ぶ時に使

われたのが始まりであるから、「ボーリン・

ノット」てもいい。

しかし、その邦訳が「紡い結び」だから、

いかにも「船首航い綱の結び方」（バウ･ラ

インのノット)と誤解されそうである。（筆

者注）

「肪い結び」と訳した時にすでにbow-

lineのlineと解したのかもしれない。（指

摘者）

4．外来語のカタカナ表記

本職の船乗りが「ボーリン」と呼んでいる

｢はらみ綱」でさえもKJにはカタカナで「ボ

ーライン」と書いてある。それは、我々日本

人がlienを日本語化してラインというのに

慣れ過ぎた結果ではなかろうか。

Bowspritも同じである。「ボー・スプリ

ット」が正しいのかも知れないが、「バウ･ス

プリット」と言っても誤りでないとすれば、

やはり現代の日本のヨットマンにとつとは

｢バウ・スプリット」の方が分かりやすい。

古くから馴染んで日本語化された外来語の

発音は、たとえ本来の単語として正確でなく

ても日本語としてカタカナで書く場合が多い

し、その方が理解しやすい。例えばトンネル

をタヌル、ポケットをパキット、ペナルティ

ーをピノテイ、リーワード･ヨット（風下艇）

をルーワヤッと書けば本来の発音に近くなる
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が、それでは日本語としての意味が分かりに

くい。

GIBssは、ガラスと書けば窓ガラスの硝

子と理解するが、グラスというとコップやワ

イングラスが頭に浮かぶ。このように外来語

のカタカナ表記は、本来の発音と違っても、

それ自体日本語として意味を持ってしまった

のだ。

レースの時にマークとして使われる

Buoyは、辞書には(boi)と発音記号が書

いてあるし、実際の欧米人の発音は「ブイ」

ではなく「ボイ」に近い。「ブイ」と言っても

絶対に通じない。しかし日本語では「ブイ」

と書くべきであろう。

ましてBowは、英語でも「バウ」である。

一部例外的に「ボー」と発音されるとしても、

それが船の舳を意味する場合は「バウ」の方

がいい。つまり本職の船乗りではないヨット

マンにとっては「ボー・スプリット」よりも

｢バウ・スプリット」の方が分かりやすい。

しかし、「ボーリン」と「バウ･ライン」と

では意味が異なるので、これは明確に使い分

けなければならない。

さらに細かく言えば、ボー・シャックルの

場合は、船の舳というよりはむしろ弓なりの

形から来た言葉だから「ボー」が正しいと思

う。同じスペルの「ボーガン」も弓と銃のド

ッキングだから｢ボー｣でいいし、「ボータイ」

の「ボー」も正しい。それでは、舳にリード

する「はらみ綱」が「ボーリン」と呼ばれた

り、船の最前部から突き出された円材が「ボ

ー・スプリット」と呼ばれるのはなぜだろう

か？それは、語源である古代フランスの

BoelineやオランダのBoBsplietの発音

が受け継がれているためである。
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<たか>訴訟シリーズ(第25回）

佐野三治証人の調書抜粋(その4）
JGYR92訴訟対策委員会服部一良

2月｜日に、佐野三治証人に対する被告三

者の反対尋問が行われ、これで昨年の'0月’2

日から始まった同証人への尋問がすべて終了

しました。回数3回、調書の完成までを含め

ると、所要期間およそ5カ月ちょっと。証人

のご苦労さまもさりながら、費やした月日の

膨大さに毎度のことながら嘆息します。

さて、ぐちはともかく「原本番号平成7

年民第625号の3第'9回口頭弁論」の速記録

からの抜粋をお届けします。

最初はNORC代理人の質問です。

｢その後、28日の昼頃ということですが、スト

ーム・ジブからレギュラーに変えたと、そう

いうことですね」「はい」

｢ストーム・ジブとレギュラー・ジブの大きさ

をお尋ねしたいんですが、ストーム・ジブの

ほうが小さいですね」「はい」

｢レギュラー･ジブというのは、その面積比に

して、ストーム・ジブの何倍ぐらいあるんで

すか」｢正確には分かりませんが、2倍近いと

思います」

｢ストーム･ジブからレギュラーに変えた理由

は何ですか」「ストーム･ジブよりも大きいセ

イルのほうが帆走性能がよくなると武市さん

は判断したんだと思います」

中略

｢風が強いときは、ストーム･ジブで走ってい

たわけだけれと．も、それをより大きな面積の

レギュラーに変えたということは、少し風が

弱まったんじゃないかと思われるんですがど

うですか」｢確かに、このころから天候の回復

の兆しは感じられましたので、正確に風が20

から、例えば'5に落ちたかという記憶は今は

ありません」

｢ストーム･ジブ、その約2倍くらいの帆の面

積を持つレギュラーに変えたということは、

ジブのセイル面積を大きくしても走れる、大

丈夫だという状況だったということは言えま

すね」「はい」

以上シ|ノアルナンバー39～49

｢次に､〈たか>号の乗組員についてお尋ねしま

すが、武市さんは非常に著名で、外洋レース

の経験豊富なヨットマンなんですが、どうい

ういきさつでこのくたか＞号に乗り込むよう

になったんでしょうか｣｢私も詳しくは存じま

せんが、ヨッティングの潅志の取材で、水川

さんと何年かぶりにお会いになられたと。そ

の後、水川さんがグアムレースに参加したい

ということを武市さんにお話なされたという

ようなことは伺っております」

｢水川さんの要請で、今回<たか〉号に乗った

ということでいいわけですね｣｢だと私は伺っ

てます」

｢届け出では､〈たか>号の艇長は水川さんなん

ですが、実際の操船指揮はくたか＞号では誰

が取っていたんですか｣｢セイルブラン等は武

市さんの指示でした」

｢セイルフ．ランというのは､どんなセイルを積

むかとか、あるいはとゞういう風のときにと、う

いうセイルにチェンジするとか、そういうこ

とですね」「そうですね｡帆走中のセイル交換

のタイミングとか、そういったことです」

｢今回のグアムレースにおけるセイルチェン

ジの重みと言いますか、レースにおけるセイ

ルチェンジの意味というのは、どの程度のも

のがあるんですか｣｢セイル交換等またタイミ

ング等は、とてもレースの勝敗に大きいと思

います」

｢今回のレースに－番重要なセイルチェンジ

のタイミング等を武市さんが指揮していたと、

こういうことですね」「はい」

｢〈たか>号が転覆して､水川さんが亡くなられ

ました。その亡くなられた後の事実上の艇長

はどなたでした｣｢武市さんの指示で私たちは

動いていました」

｢指示を出したのは武市さんで､事実上の指揮

者は武市さんだと、こういうことでよろしい

わけですか」「はい」

｢それはと．ういう理由からですか」「武市さん

の過去のご罐萸とか、そういったものだと思

います。自然とそうなっていました」

｢そのことについて､つまり武市さんが事実上

の艇長だったということについて、乗組員の

方々は了解していましたか」「はい。していた

と思います」

｢〈たか>号が転覆した後､ラフトに乗り組むこ

とになりましたね」「はい」

｢そのときのことをお尋ねしますが､まずラフ

トを膨らますということの指示は誰が出した

んですか」「武市さんです」

｢そのラフトに乗り込むように誰が指示した

んでしょうか｣｢最終的には武市さんの指示だ

ったんですが、その前に何人かラフトの中に

すっと乗ってしまったんです」

｢何人かのクルーが事実上乗ってしまったと
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いうことですか」「はい」

｢あなたはどうでしたか」「私はどういう行動

を取ったのか、あまり記憶にないんですけど、

まだ当時は乗っていなかったと思います」

｢その後､全員がラフトに乗り移って、〈たか＞

号、船のほうは、いわば放棄してしまうわけ

ですけども、その船を捨てると言いますか、

船を放棄しようという判断は誰がしたんです

か」「最終的には武市さんです」

以上シリアルナンバー59～74

へ

続いて、〈たか>のオーナー側代理ノ

の質問です。

｢それから､先程武市さんの話がでましたけれ

ども、甲二号証の「たったひとりの生還」の

中では、証人は武市さんをヨットの神様とお

書きになっているんですけれども、武市さん

のどういう点をとらえて神様と記載されてい

るんですか」「ご経験とか、皆さん、ヨット仲

間が武市さんのことをそういうふうにおっし

ゃってました」

｢そういうふうにというのは」「武市さんのこ

とをヨットの神様というふうに言っておりま

した」

｢武市さんはヨットの設計もされていたんで

すか」「と伺っています」

｢それから､本件レースのスタート時ですけれ

ども、〈たか>号の舵を握っていたのはどなﾒ～

ですか」「武市さんです」

｢なぜ武市さんがスタート時に舵を握ること

になったんですか」「よく分かりませんが､武

市さんのご鐇寅とか、そういったものからだ

と思います」

｢武市さんが握るのが相応しいということで

すか」「そうだったと思います」

中略

｢それから、〈たか＞号の性能について、前回、

それから前々回の証言についてお尋ねしたい

んですが、まず前々回、平成7年'0月’2日の

法廷で、〈たか>号は追い風には強いという印

象を持ったという趣旨の証言をされています

けれと．も、そこで言っている強いというのは、

これはと．ういう意味なんですか」

｢速いという意味です」

｢逆に仮に､弱いと言ったらどういう意味にな

るんですか」「遅いてすね」

｢強いとか弱いというのは､速い遅いの問題で

あって、危険だとか安全だとか、そういう問

■



題じゃないんですね｣｢危険とか安全|生という

のはまた違うものだと思います」

「それから、向かい風それから横風の場合に

ついての証言の趣旨をちよと要約してみます

と、要するに、繊細なトリムをしないと本来

の船の性能を出せないというこ証言と聞いて

よろしいんですか｣｢もう一度お願いします」

「繊細なトリムをしないと､本来の船の性能を

出せない」「上りに対してですか」

「向かい風横風です」ー」

へ｢この証言の趣旨は､船の本来の性能を出せな

いと危険であるという、そういう趣旨なんで

すか｣｢危険というのはまた違うと思います」

「どういう意味なんですか」「操船をする人と

セイルを調整する人がタイミングを合わせて

行わないと、艇の持っている性能が引き出せ

ないという。ですから、先生は私の答えだけ

をこ．指摘なさってますけれども、その前の原

告側の弁護士の方々の質問に対して私は答え

ているわけですから、すみませんがそこまで

湖ってこ質問していただけますか」

「そうしないと答えられないんですか｡私の理

解では、要するに、繊細なトリムをしないと

本来の性能は出せないかもしれないけれども、

ということは、繊細なトリムをしないと速く

走れないという、そういう趣旨なんじゃない

ですか｣ｰ｣

へ主:原告代理人が発言

「裁判長､異議があります｡やや誘導じゃない

でしょうか。船の性能には、速く走れるとい

う性能もあるだろうし、荒天の中で転覆しな

いという性能もあるでしょうし、ヨットの性

能を考えるときには性能はたくさんあるとい

うことでしょう。本来の性能を出せないとい

ったときに、スピードに限定して聞くという

のは誤導じやないでしょうか」

注：裁判長

「そこを正に確かめられているんでしょう。も

う少し砕いて質問されたらどうですか。淵語命

的なことをあなたのほうでおっしゃったから

異議が出たんだろうと思いますけど」

以上シリアルナンバー93～’’3

｢エンジンを使うと、とゞうして保針性がよくな

るんですか」「少しでも推進力があったほう

が、舵利きもよくなると思いますので、舵利

きがよくなれば、針路を保つことも出来るん

ではないかと私は思います」

｢それから、ベアポールの状態からストーム・

ジブを張られて、それでその後にレギュラー

の大きめのジブ－枚で帆走されるようになり

ましたね」「はい」

｢その大きめのジブセイルで帆走されている

ときの、保針性とか拶副E性というのについて

は、どのような印象を持たれましたか｣「スト

ーム・ジブよりも、操作性はよくなりました‘

で、スピードも上がりました」

スピードは何ノットく．らい出ていたんです

か」「6ノットぐらいはあったと思います」

｢その6ノットというのは､保針|生を保つため

には不十分なんですか」「十分です。ただ、そ

のときに波のうねりがありますので」

｢それから、レギュラーのジブを張った状態

で、例えばエンジンを併用することというの

は、どの程度意味があるんですか」「まったく

同じような状況で、南に下った状況という意

味ですか」

｢それで糸割菅です」「あんまり意味はないと思

います」

以上シリアルナンバー'22～'29

｢それから、甲二号証の『たったひとりの生還』

の56ページに、29日の昼の定時連絡のころの

くたか>号の乗組員の方々たちの様子について

記載があるんですが、もうその時は、エンジ

ンをかけて戻ろうなどと考えている者はいな

かった、その記載がありますけれども、この

誰裁の内容自体は間違いないですね」

｢と思います｡戻ろうというようなことを考え

ている人はいなかったと僕は思います」

｢皆さんがそのころにはそのように考えられ

ていたのは、どうしてなんですか」「艇速も出

ていましたし、天候も少しずつですが、回復

の兆しが感じられましたので」

以上シリアルナンバー'42～'43

｢結局は退船したんですが､退船した理由はな

んですか」「先程も申し上げましたけれども、

ラフトを広げましてす－ぅとラフトの中に入

ってしまったんですね。これは私の感覚なん

ですけれども、最後の逃げ道のライフラフト

を広げてしまった瞬間に、みんなの張り詰め

ていた気持ちがラフトの中に吸い込まれてし

まった､そんなような状況だったと思います」

｢そうすると､船が救えない状況になったから

退船したということじゃないんですね」
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｢確かに本船の中にかなり水が入ってました

ので、喫水面はかなり下がっておったんです

けれども、それと差し板力一枚ありませんで

したので、デッキ上も波が洗うような状況で

したので、水がコックピットからかなり船内

に入っていたというような状況です」

｢流失してしまった－枚のくたか>号の差し板

のことなんですけれども、この差し板には、

何か機械的な方法による流失防止装置が付い

ていたように聞いているんですが」「はい」

｢その装置というのは､一般的なものなんです

か」「あまり一般的なものではないと思いま

す」

｢珍しい」「あまり一般的ではない」

｢ほかの艇でこ覧になったことはありますか」

｢ないです」

｢この装置は､どなたが考案されたものかご存

じですか」「分かりません」

中略

｢朝日新聞社のヨットが呑まれたというこ議本

はご存じですね」「はい」

｢その56ページから57ページにかけて、船を

救うための系統的な作業をするのは、かなり

困難な状況のようだった。それでも佐野さん

は今、船を捨てるべきではなかった。もしま

た同じような状況になったら、絶対に最後ま

で船を捨てないと言い切る。との記載がある

んですが、取材に対してこのように答えたこﾞ

記'|意は有りますか」「はい」

｢また､当時そう考えていた理由はとういうも

のなんでしょうか」「やはり、ライフラフトに

退船するには、今思えば少し早かったと思っ

てます」

以上シリアルナンバー'51～'66

この後も、引き続き被告オーナー側代理人

の質問が59項目。被告国側代理人の質問が5

項目。原告代理人からのが52項目。さらに再

度､被告オーナー側から｜項目、NORC側から

が2項目加わって、シリアルナンバーとして

計'’9項目が残っています。佐野＝治証人へ

の最後の質問ということで、原告被告双方と

もにボルテージは上がり、内容は一段ときび

しく、とても省略するわけにはいきません。

といって上手に取捨選択ができたとしても、

｜頁分の量は間違いなくありそうで、やむを

えず次号に回します。ご了承ください。

以上。
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関東・執行部執 発
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●事務局は移転、サービスが変わります

関東支部事務局は4月下旬、虎ノ門から田町に移転しました。本部

事務局もまもなく移転の予定ですが、本誌が会員に配布される時点で

は、多分、まだ虎ノ門にいると思います。

今回の移転は単純な住所の移動ではなく、これを機会に事務の機械

化と事務所での対面窓口の廃止に蹄み切りました。それとI司時に、総

合FAX情報サービスを開設しました。

今後は、申込用紙の取り寄せ、I≠I1込等、従来事務局の窓'二Iで扱って

いたものは、すべて、FAXの利川力郵送によるか、に変わります。く

わしい利用方法は本誌先月号および今月号の別冊差込みをご覧くださ

い。

会員みなさまにはご不便をおかけすることになりますが、どうかご

協力のほど、よろしくお願いいたします。

NORC関東支部・田町事務所関東支部メイン事務所

機械電話（録音／転送／留守番)：03－3452－8021

FAX:03－3452-8031

住所：〒108東京都港区芝5-15-5泉ビル4F

●総合FAX情報サービスについて…

本誌の別冊（関東のみ）を読んでください。

間述いなくつなぐには、162の後、ほんの一呼吸おくことです。そし

て、コンピューターが「サービスを受付ました」といってから、画面

処理に40秒程度かかりますので、そのilll、FAXにさわらぬことです。

何Im1もlrijじ番号を入力すると、liilじものが何枚も出ることになります。

ご注意ください。4/24現在すでに150人の会員力利用しています。

●｢レース成績ホットライン｣を新設……

総合FAX情報サービスにはたくさんの情報を格納できるのですが、

ただ欠点は､総合メニューがないと、必要な情報がどのBOX番号に格

納されているかが分からないことです。レース成績も入っています。

執行部は5月初めから、会員が気安く使えるようにと、外部委託で

｢BOX番号の案内サービス」を始めることにしました。

また、nl1寺に、従来はレースの成絞も、暫定が入っていたのか、確

定成績が入っていたのか、アクセスしてみないと分からなかったもの

NORC関東のお問い合せ、申込は

FAXO3-3452-8031

へお願いします。

を次の電話で、聞き出すこと力雰できるようにしました。メニューを聞

くのもOKです。

電話番号は044-244-8600です。この番号はNTT神奈川ハローダイ

ヤルです。電話をかけたら、「ヨットのものだ｣と言ってください。こ

れがキーワードで、無料です。

案内サービス時間は、土曜を含む平日9：00～20：00、日曜祝日､へ

9：00～17：00，12/29～1/3は休みです。

総合FAX情報サービスは、できるだけ夜7時以降ご利川ください。

支部の支払聾川を少しでも少なくするのにご協力ください。

レースの成績はレース委員会からの転送があり次第このサービスに

ⅢIします。2ヶ月目以後からは､FAX情報サービスの指定BOX入りと

なり年間を並じていつでもご利用いただけます。

●関東支部と本部の分離……

さて、関東支部の訓fの会員にとっては、関東支部とNORC本部と

はハッキリと区別がつきにくいとは思いますが、もし'二|分が東海とか

内海の会員と考えていただければ、直ちに理解できることと思います。

本部はもっぱら公益法人としての仕事を、支部はもっぱらクラブ的な

活動を分担することになります。

そこで、いま|卿束支部と本部の間では、機能、人、もの、財務の面

を分離する必要があることから、その仕分け作業をしている段階です。

ここ数ヶ月の間、精力的に話し合いをつづけています。しかし、これ

はNORC発足以来では初めてのこととあって、互いにカラミが複雑～

で、一挙に作業が進む状況にはありません。

たとえば、財務・お金ですが、従来から本部も|卿來支部も住友銀行

虎ノ門支店の1ヶの銀行1~1座で全てを処理してきました。年会費から、

安全検査の申込金から、レーテイングの費用から、講習会の会費etc…

と入金は全てこの口座に入ってきました。おのおのが、単独で入金さ

れたものならわかりやすいのですが、会費やら検査料やら、レース申

込金やらが一回で振り込まれると、その仕分け竹莱だけでも大変に時

間力罫かかりました。こうした非効率さを改善しようと、いままで何回

もアイディアとしては案が浮上してはいたのですが、本質的に本部と

関東支部との|典I係をどうするかの議論力笥夫着をみなかったため、全く

非効率のままで推移してきました。

2年前の秋、本部と関東支部の分離力潤束支部で誰決されたのです

が、そのままに放證されました。そして昨年夏、ふたた訓對束の代議

員会で圧倒的多数のもとで本部と関東支部との分離が再決議されたの

ちも、一向に分離作業力話し合われず、ようやくここにきて話し合い

力弓進展しているというのが醒剛犬です。

●なぜ今、やらねばならないか……

さて、関東支部も本部もいま、M政が緊迫しています。これは今に

はじまったことではなく、榊造的な問題を先送りしてきたツケが一挙

－7－
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｢レース成績ホットライン」を設けます

｢B○X番号案内サービス」も○|<です

｢ヨットのものだ」と言ってください

電話番号は044-244-8600です

に集約されてきたことといえます。また、世の中の景気の悪さが余計

それに拍車をかけたのだといえると思います。スポンサーを取ること

力極めて難しくなった上に、企業ぐるみで入っていた会員がつぎつぎ

に辞めていくのが現状です。つまり、会員数も減少しています。

いま、関東支部は未曾有の財政危機に見舞われていて、よほど思い

へ切った手を打たないかぎり、会費の値上げを回避できないところにあ

ります。

このたび、本部と支部の機能分離作業にともない、また、本部、支

部とも事務局員がまとまって退職したことをキッカケとして、予想し

ていた時期より早く、また､f蝋犬では会員へのPRが十分でないことを

承知の上で、この際、関東支部の事務の合理化、分散化、省力化、外

ます。

しばらくのあいだ、また、慣れるまでの間、会員のみなさまの戸惑

いもあろうかと思います。どうか、諸般の状況をご理解をいただき、

よろしくご協力をお願いいたします。

なお、ご要望・苦情の処理センターを設置いたします。何かござい

ましたら、下記へFAXお願いいたします。

NORC関東・川崎事務所住所：〒210川崎市川崎区小川町8-21

FAX/TEL:044-233-1658

臨時関東支部代議員会／総会開催

日時：1996年6月22日（土曜）

13：00／13：10〈総会〉開会

場所：虎ノ門・国立教育会館504会議室

部委託化、イ鋤戎化などを積極的に進めることを決断しました。

この機会を逃がしたら、関東支部の財政危機の乗り切りがはるかに

先送りされ、会員のみなさまには、さらなる負担をおかけすることに

なってしまうと考えたからです。

●具体的に、変えるのは……

具体的には、事務局での対面窓口を廃止させてもらうことにしまし

た。各種苦類の引き出しのFAX化、申込手続き等のFAX･郵送化を推

進することになりました。また、各種料金は、それぞれ決められた口

座へ直接、振込んでいただくことにしました。

単にこうして仕組みをかえるだけで、数百万円の人件礎を削減でき

へるからです。また、事務所も古くて家賃の安い狭いところにﾘ|越しま

した。これで､たぶん10()万円くらいの節減になると考えられます｡新

執行部はみなさまのご理解を頂戴しながら、精力的に経世の節減に努

力し、この非常時をなんとか会甜の値上げをしないで凌がねばならな

いと固い決意をし、いろいろな変革をさせていただくことに踏み切り

ました。どうか、ご協力ください。

※総会資料はFAXサービスに入れてあります。ご利用くださいc

初島卯月レース(KSC第1戦)成績表
4月6日、小網代沖スタート、参加36艇

IMS-Aクラス参加13艇

総合
順位

ル
・
医
叩
》

オーナー名艇種艇名

良
良
藤
藤
橘

直
直

シーホークハイ5

シーホーク4

アーカンベイ

コルバッチIII

ティブロン

世
世
後
加
高

マム36

10Rワントン

ファー40

バルティク43

ファ－44

彦
彦
裕
男
男

１
２
３
４
５

０
５
３
１
５

０
４
３
１
６

５
４
０
１
４

５
５
４
４
３

忠
敏

●十分に気をつけて……

IMS-Bクラス 参加12艇
翻犬では会員へのPR力幸|分でないため、総合FAX情報サービスの

ご利用にあたっては、会員が混乱をおこさないよう、申込先、振込先

等は、それぞれの申込書またはその案内に、それぞれ記入しておきま

したので、ごめんどうでも、お間述えのないようよろしくお願いしま

す。

事務局は機械化され、電話も収録後刻、整理してご返事を差し上

げるシステムとなりました。ご用件、ご賃間はできるだけFAXまたは

郵送（ハガキを希望）でお願いします。できるかぎり会員同士で教え

合い、聞き合い、事務方での負担を減らすようご協力ください。

以上、一見、会員サービスが低下したようにも兄えますが、走りは

じめの多少のギクシャクをご容認いただけさえすれば、短い時間でシ

ステムがキチンと機能するようになるのは間違いなく、その折りには、

逆に従米よりは、より良いサービスができるようになると棚濡してお

烏山睦郎

杉田泰一

和久井喜治郎

原田八郎

長谷川孝男

J/V9.6CR

J/V9.6CR

ファ－31

ジヤヌー35

J/33

パサート

メルルーサ

あきづき

ダンスオブマジック

アルファ

１
２
３
４
５

2850

2466

324

3426

4014

CRクラス 参加13艇

小板橋博行

西岡一正

硲俊弘

山崎利治

高原俊弥

ベーシック

タキオン

リップルⅢ

ティテスIII

ゼータXII

YOK-28

J－34

YOK30R

U38

T301

７
１
６
１
９

８
１
０
創
別

詔
喝
調
３
４

１
２
３
４
５

－8－
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大阪湾水域の幕開けレース

MUSTOKYCSPRINGREGATTA
●リポート・写真／柚関西ヨットクラブ事務局

大阪湾の幕開けレースとして、MUSTO

KYCSPRINGREGATTAが開催された。

このレガッタは|MS関西選手権、DRAGON

クラス､J-24クラスの各レースにより樹戎さ

れており、IMS関西選手権は参加18艇を得

て、3月20日～24日（祝、土、日）3日間で

5レース成立。

DRAGONクラス、J-24クラスはDRAGON

クラス参加6艇、J-24クラス参加16艇によ

り、3月30日～31日（土、日）で4レース成

立と多数の参加艇とまずまずのレースコンデ

ィションで無事レガッタを終了した。

今回のレガッタには、メインスポンサーの協

力依頼に対してMUSTO(㈱デサント）が快

く引き受けていただき、質の高いレガッタと

なり、秋のKYCWEEKと合わせて大阪湾の

メインレースとして定着することを確信した。

!§

旧
君
■へ■

二国

大阪湾の幕開けの|MS関西選手権は18艇の参加を得て開催された

|MS関西選手権FARR2トン改造IMS、

ILC40、からFARR31、X-442を交え、関西水域

では始めての本格的な|MSレーティングによ

るオーバーオールで、IMSレーサーの覇者を

選ぶため開催されたIMS関西選手権は広島、

岡山からの遠征組を含め、参加'8艇により戦

われた。

レースは微風から蜘風と変化のあるコンデ

ィションで、全艇がその艇のポテンシャルを

蘆|感なく発揮し、白熱したレースが展開され

た。結果は、<MARIOEXPRESS>(MUMM36)

が安定した走りで|MS関西選手権を制した。

また、唯-IMSクルーザークラスで参加した

<TACK>(IMX-38)は惜しくも2位であった

が､<TACK>の活躍がレース離れしているクル

ーザータイプ所有の各オーナーのレース復帰

の起爆斉llとなることを確信した。

IMS関西選手権各レース栂匿号

3月20日「第｜レース」午前'0時、上下レ

グ2マイル、風力3m/sで第｜レースの幕が

切っておとされた。全艇クリアースタートで

|||頁調な滑り出しを見せたが、途中で風が落ち

たので運営サイドはショートニングも考えた

が、6ノット以下での不公平を考盧してショ

ートニングせず、全艇タイムアウトを待って

N旗を掲揚した｡風待ちの後、’3時'5分､風も

安定したのでスタートが切られた。各レク．と

も全艇が20分以内での白熱したレース展開

で<MAK|>(IMX-38)が第｜レースを制した。

3月23日「第2レース」午前'0時スター

ト、風力|2m/sのレースコンディションとな

り、エキサイティングなレース展開となった。

唯一クルーザークラスで参加の<TACK>(X-

442)が、抜群のテクニックと走りでこのレー

スを制した。また、ミドルクラスには少し厳

しいコンディション下で<DESPERADO>

(FARR31)がタクティクスと走りに冴えを見

せ、トップ艇から20分差で中位に付けた。

3月23日「第3レース」午後｜時20分スタ

ート、風力|Om/sと少し風が落ちたが安定し

た絶好のレースとなった。白熱したレースを

展開するレース艇郡に少しでも公平なコース

設定をと運営サイドも細かな風の振れに対応

したマーク打ち換えを心がけた。結果は

<SWINGBEKKAN>(IMX-38)が安定した走り

でこのレースを制した。

3月24日「第4レース」微風の風待ちで午

前'0時25分スタート、トップ艇<SWINGA>

<FARR45>と後続艇の問が開いたのでショー

トニング、<SWINGA>がこのレースを制し

た。また、この微風下で2位に付けた<TACK>

－9－

の走りは立派であり|MSレーティングの有効

性を確認した。

3月24日「第5レース」午後｜時35分スタ

ート、相変わらずの微風下でMUMM36の

<MARIOEXPRESS>と<CARINOCHICO>が

巧い風の読みを見せ<MARIOEXPRESSが制しへ

十一
ノーo

アフターパーティは3月31日各レースの

終了後、800名の参加で各レース表彰式とア

フターパーティが開催された。会場は共催で

ある新西宮ヨットハーバーの全館を使用し、

参加者はバンド演奏を楽しむ者、次々に発表

されるレース成績に一喜一憂する者等思い思

いの春の到来を告げるMUSTOKYCSPRIN

REGATTAアフターパーティを楽しんだ。

最後になりましたが、今回のMUSTOKYC

SPRINGREGATTA開催にあたりご後援いただ

いた関係各位、ご協賛各社、ならびにジュリ

ー各位、運営須スタッフとしてボランティア

いただいた各位に厚くお礼申し上げます。こ

のレガッタが定着し、年々発展することを願

っております。今後ともよろしくお願いいた

します。ありがとうこ識ざいました。
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NORC保険デｽｸより
．

団体保険の

申込方法に

ついて

■

会員の皆様への僻萸サービスとして、各種

団体僻萸をご案内していますが、一斉に全部

の資料をお届けできていない現状があります。

それは、僻黄対象に制限があったり、資格

が該当しなかったりとか、特殊事|冑もありま

すが、やはり郵送費の問題から全会員にお知

らせできていないのです。

たとえば、団体ヨット保険は特別会員と会

戸L友対象で、正会員へは案内されていません。

開始となります。引き落せなければ来年

度申は込み分となり、引き落せてから保

険開始です。

5）ｲ剥萸の引き受けは2月5日カード決済で

確認していただきます。会員別の加入証

明は発行されません。

6）自動継続のため次年度の申し込みは不要

です。

》
難

2.NORC海外ヨット保険

登録艇に限らず、会員がチャーターするヨ

ットにも偲墳をかけることができます。海外

レースだけでなく、国内海域を超えてクルー

ジングする場合に必要な僻食です。

|）希望条件を専用の見積依頼害（3枚）に

記入して、FAXしてください。

｜枚目：見積条件

2枚目：ヨット船体に関する事項

3枚目：クルーリストとヨット歴

2）暫定見積書を作成します。

（最良のコンディションの場合）

3）コンディションサーベイ受検を手配しま

す(オーナーインタビュ一含む)。サーベ

イ費用は契約者負担です。

4）サーベイレポート提出後、確定見積書を

発行します。

5）正式な申し込み後、イ剥萸料の振り込みに

より、指定日から僻萸がスタートします。

原則、サーベイ受検後3ヶ月以内。

6）僻萸証券（英文・和文）を指定先に送付

します。

セーラーズ僻黄は、会員に限定されている

ため、特別会員・正会員・準会員で、会友の

皆様へは届きません。

その他にも、帆走・詐則委員会等の運営に

従事する会員のためのコミッティ保険も、案

内が十分とはいえません。

そこで、各種団体{剰黄の申し込み方法につ

いてお知らせして、会員メリットを大いに活

用していただくようお勧めしたいと思います。

僻萸サービス一覧は、Offshorel月号の21

ページに掲載していますので、各1荊境の概要

はこ覧ください。その紹介順に申し込み方法

をご案内します。

4．主催者保護保険…省略

5．クルー傷害保険

|）所定の申込書に記入し、事前にクルー自

身がFAX等で申し込んでください。

2）事前に保険料をお振り込みください。

3）後日、引受確認害を送付します。

6．コミッテイ傷害保険

レースコミッティや詐則委員のために、各

委員会からの事前の申し込みにより手配しま

す。記名式ですので、コミッティメンバーが

決定してからの申し込みとなります。

｜）所定の申込害を記入し、申し込み責任者

がFAX等により依頼してください。

2）事前に僻食料の請求書を発行します。

3）会計担当者に振り込みを依頼します。

4）後日、1荊墳証券を送付します。

1.NORC団体ヨット保険

登録艇・会友艇に1剰萸をつけることができ

ます。会員と会友の区別なく、お申込いただ

けます。パンフレット最終ページにある申し

込み手|||頁でお申し付けいただければOKです

が、次の簡単な方法もこ利用ください。

｜）とにかく書ける範囲で、申込害の左側半

分を埋めてください。

2）いつから僻萸をつけたいかを、申込害右

下の通信欄に書いてFAXしてください。

3）3種類のプラン別の見積書をこ指定先に

郵送またはFAXいたします。

4）見積書をこ検討後、正式にお申込くださ

い。

5）僻萸希望開始日までに見積書の合言-H郷食

料をお振り込みください。

6）僻食料の振り込みにより契約手続きは終

了しますが、申込書は必ず返信用封筒で

提出してください。

7）申込害受理後、加入者証を発行します。

へ

7．ヨット輸送時の貨物保険

｜）輸送方法等の概要がわかり次第、まずは

フリーダイヤルでお問い合わせください。

2）詳細をお伺いしたうえで、概算見積書を

送付します。

4）引き受けに必要なINVOICE等の提示によ

り、お申し込みいただきます。

5）貨物海上僻萸証券を送付します。

3．セーラーズ保険

NORCメンバーズカードの会員だけが申し

込みできる傷害偲境（死亡時2千万円補賞）

です。申込料がカード決済だからです。

日本毎或での、登録艇以外のヨットでも、

レース中・練習中を問わず、自宅を出てから

宿泊も含んで帰宅するまでを徹賞します。

｜）申込みは4月｜日スタート分を前年|｜

月30日で締切。

2）メンバーズカード申し込み時に所定の申

込害をソニーファイナンス宛に郵送して

ください。

3）カード決済が可能になれば、翌年2月5

日に申込料（|,600円)をカードで引き落

します。

4）カード引落ができれば4月｜日から僻萸

各掴呆険の申込方法の概要をお知らせしま

した。詳細のパンフレットはご請求ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

お問い合せ先:NORC閑墳デスク

フリーダイヤル:0120-024410

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

以上

-10-
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支えるもの。

を ヨット･モーターボート総合保険

東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社

お問い合わせ.お申し込みはNORC保険デスクまたは会員代理店まで

冠ﾌﾘー ダｲﾔﾙ0120-024-410 ■■■■
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カンタベリーオブニュージーランドジャパン社製

JAPANCUP1gge

コミッテイウェアと記念ポロシャツを
プレゼント。（7名様）

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

旨記念ポロシャツをOFFSHORESERIES1996:』AMNCUP

様）
〕。熱戦をくりひろげたJAPANCUP1BSBo

今月号の読者プレゼントはジヤパンカツプ1996実行委員会のご好意

により、会期中、セーラーの羨望のマトとなったコミッティウェア

2着と（写真）と同じく記念ポロシャツ5着を用意しました。

いずれも大会を協賛したカンタベリーオブニュージーランドジャパ

ン社のオリジナルデザインで、一般の店頭には登場しない限定制作

品です。希少価値のジャパンカップグッズ、奮ってご応募下さい。

希望される方は、八ガキに住所・氏名・年齢・電話番号･NORC

の会員番号・所属フリート・所属艇名・「ジャパンカップウェァ」と

明記･今月号のOFFSHORE誌の感想をご記入の上、5月30日ま

で必着にて「OFFSHORE編集部読者プレゼント」係までご応募

ください。

4月号のクロスボールペン及びSAILOSAKA'97ポスターの

プレゼント当選者は抽選の結果、正木宏様（岐阜県）他12名様に

決定しました。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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P.suRVIvoR-80
造水能力:12.52/h±|5%

電源:8A、|2V、DC重量:|9.5kg

寸法：23.6×52.8×43.2cm¥800,000は から りま

NORC会員の方は平成B年B月まで20%引です。

サバイバーシリーズ造水器

,一

…

Iへ

1 D4suRvIvoR-35 suRvIvoR-06
造水能力：4．62／時±'5％
重量:3kg寸法:|4×56×9cm
型式承認：米国USCGI60.058/6/0

日本運輸省第3717号
船員災害防止協会認定0097

￥400,000

造水能力;180mf/10分±l5%

重量:l.|kg寸法:|3×20×6cm
型式承認：米国USCG|60.058/7/0

日本運輸省第3716号
船員災害防止協会認定0096

￥160,000

、
ｒ
軍P･SuRvIvoR-35

造水能力:5.02/h±|5%

電源:4A、l2V、DC重量

寸法：’4．6×69．0×36.0cm
9．5kg

￥500,000
■

房

一

四⑥
戸口R…恩榊談

一

◆分割払例

型式 定価｜回数｜初回金額’2回目以降金額 今
株式会社 ﾛロSURVIVOR-06

SURVIVOR-35

POWERSURVIVOR-35

POWERSURVIVOR-80

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

〃
ｆ
ｆ
ｆ

０
０
０
０

６
０
０
０

１
４
５
８

０
０
０
０

２
０
０
０

４
１
５
２

〃
Ｊ
ｆ
ｆ

Ｏ
４
８
８

１
１
１
２

9，900×’7

13，700×35

17，’00×35

27，400×35

８
６
６
６

１
３
３
３

壷411静岡県駿東郡長泉町下土狩991-19

TELO559-87-8811/FAXO559-87-8812

－12－
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クラブから参加の意思表示があったとのことだ。

「関西以西のヨットクラブの反応が早いですね。試乗

者のキャパシティは（4月中旬の時点で)500名分を超す

勢いです。6月まで募集を続けると1万名分を超えるか

もしれません。われわれとしては試乗希望者の募集に力

が入ります」（副座長・田久保雅己KAZI編集長)。

マリンジャーナリスト会議はもう一つの作画としてヨ

ットによる日本一周の「海から見よう！日本」キャンペ

ーンも展開中で、今年の夏の海は大変に賑やかなものに

なりそうだ。本橋・田久保両編集長は「マリンジャーナ

リスト会議として、NORC会員のご理解とご協力を非

常に期待しています」と口を揃えていた。

＊海と遊ぼう720キャンペーンの詳細については､キャン

ペーン推進中の下記専門編集部にお問合せください｡へ
‘

オーシヤンライフ、KAZ|、ジェットライダー、ボート

プラス、ヨッティング

マリン専門誌の編集長などマリンスポーツに関心の深

いジャーナリストたちが集まり、いま、ユニークなキャ

ンペーンを展開している。海の日の7月20日に、全園各

地で､無料の試乗会をどんどん開き、海の仲間を増やそう

という企画で、「海と遊ぼう720」がキャンペーン名称だ。

提唱しているマリンジャーナリスト会議の座長・本橋

一男ヨッティング誌編集長は､｢海の日をマリンスポーツ

の方面でも盛り上げ、しかも、海について考えを深める

作画が、誌面を使えば何か出来るのではないかという発

想がキツカケでした」と語る。普段は競争関係にある各

専門誌の編集長が足並みを揃えた結果、この企画は異例

の共同キャンペーンに発展し、マリン専門誌が共通内容

の広告を毎号掲載している。

キャンペーンのシステムは、①専門誌が、ボランティ

アとして試乗に協力する艇を募集e応募してきた艇ある

いはクラブやマリーナの名称・開催場所・連絡先を専門

誌に掲載

⑧試乗体験の希望者はそれを見て、直接連絡する。と

いう簡単なもの。

ユニークなのは、提唱者のマリンジャーナリスト会議

は呼び掛けに徹し、実施自体はオーナーの自由意思にゆ

だねられているという点。無料であるということを除け

ば、実施内容はオーナー次第。もちろん決定も責任も、

オーナーにある。

「みんなで海に出よう、新しい仲間を増やそうという

のがキャンペーンの趣旨です。こちらで細かい枠を決め

るよりも、オーナーの自羊件を尊重した方がスムーズに

行くでしょうし、自己責任という海の遊びの原則にも合

致するのではないかと考えています」（本橋氏)｡

全く初めての試みなで、どの程度の応募があるかジャ

ーナリスト会議の内部でも不安の声があったというが、

4月初旬の協力艇募集に応じて、すぐに20近くの個人と

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

海かb貝よっ！日本」キャンペーン准行中。「～－

5月11日に、横浜溝から日本一周に出発！ NORC協力キャンペーン
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

好調航海中くうみまる>(↑プールNo.4397)が、あなたの港客訪ねます。
LEG・5i20M

Offsho｢e4月号でご紹介した「海から見ようl日

本」キャンペーンが現在順調に進行中です。全長11,2m

のスループ艇くうみまる〉は、予定通り5月11日に横浜

ベイサイドマリーナを出港し、反時計周りで日本を一周

する旅を続けています。

くうみまる〉は、この後右図のようなスケジュールで

全固20港に立ち寄り、7月19日に横浜へと戻る予定。くう

みまる〉に乗り組んでいるのは、南波誠艇長ほか山本秀

夫、秋和良於、高桑秀明のクルーたちで、陸上サポート

隊としては、海洋写真家・添畑薫、日高茂樹、小池祐司

らも陸路くうみまる〉に同行しています。この航海の一

部始終は、インターネットのくうみまる〉ホームページ

にてリアルタイムで追跡することができます。

今後の航海には、世界的なダイバーで．あるジャック・

マイヨール氏ほか、ラリーストの篠塚健次郎氏、登山家

の高橋和之氏、シーカヤツク愛好者である内田正洋氏な

ど、十数名のゲストがくうみまる>に乗って航海をともに

する予定となっています。さらに、南波艇長以下、クル

ーたちも全国のNORC会員の皆様との出会い、ふれあ

いを楽しみに旅を続けております。ぜひお近くの港に寄

港する機会に､NORCのエンサインをかかげたくうみま

る>をお尋ね下さい｡出入港時の伴走も大歓迎いたします。

また､NORC各支部の皆様には､寄港地の情報提供や

現地でのイベント開催、安全対策等に関してさまざまな

形でご協力を仰ぐことになるかと思います。どうか、くう

みまる〉の日本一周航海と「海から見よう1日本」キャ

ンペーン成功のために、ご協力いただけますよう、お願

い申し上げます。

マリンジャーナリストたちのユニークな共同企画

オーナーの協力で試乗会開催を呼びかける｢海と遊ぼう720」
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世界最高級の製品をアメリカ最大のボート用品会社が

お届けします。お電話で、または、下記のカタログ請

求用紙に必要事項をご記入になり、郵送でお申込み

ください。

電話:001-1-408-728-44300ファックス:001-1-408-728-4360
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1996年6月30日まで有効

●ご満足を保証します

エレクトロニクス用品●マリンウェア●アンカー＆ドッキ

ング用品●膨張式ゴムボート●エンジン部品●燃料用具

●安全救命用具●航海計器類●専門書籍＆ビデオ●厨

房システム●内装品●ヨット用ハードウェア●メンテナ

ンス用品●電気関連器具●ベンチレーター●配水管用具

●このほかにもマリングッズを満載！
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：無線通信国家試験のお知らせ：
：第4級;毎上無線通信士

:(HF/SSB、国際／マリンVHF用):

：言鵡黄日8月’日（火）
：科目は電波法、無線工学、電気通信術：
：（和文)。試験手数料5,080円。

：申込は、6月｜日から20日まで。
，第｜／2級〉毎上特殊無線技士

：（国際／マリンVHF用）
：言趨黄日第1級’0月4日（水）

第2級’0月3日（火）

：科目は電波法、無線工学、電気通信術：

：（和文)。試験手数料3,530円。
：国際航海用の第1級は、英語(記述式)通：
：イ言桁(欧文)を加えた5科目。

：申込は、8月｜日から同20日まで。

・受験申込用紙は、日本無線協会(03-3533.

：-6022)でお求め下さい。また詳細、勉強：
：会受言茸希望者は本部通信委員会までお問：

：い合わせ下さい。
■■1■■■■■■■■■■■■Ⅱ■1■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■■■■」■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■■■Ⅱ■■■■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■

ぜひ－度コミッティをお手伝いしていただき

たい。

今月号の各委員会への公開質問は、いかが

でしたか。来月号では同様に、全国の各支部

長への公開質問を予定しています。

偏冨畠四m

皆さん、大型連休をどのように過こ･されま

したか。と言っても、この原稿を書いている

のは4月27日、ジャパンカッブ初日を終えた

夜である。この日、印象に残ったことが2つ

｜つは、ジュリーボートを引き受けたベテラ

ンのオーナー･スキッパー｜氏の談。「○○た

ちは風のある海面に向かったけど、結果的に

潮でロスした｡たかだか3mの高さだが､ボー

トのフライブリッジで見ているとレースの駆

け引きがよくわかる｣｡コミッティの仕事もレ

ースの勉強になるという証しである。

2つ目。この日、明日以降のレースの段取

りについて、コミッティの方々が夜遅くまで

打ち合わせをされていた。私も取材艇の運行

を任されていたので途中まで同席したが、レ

ースを陰で支える方々の苦労は並ではない。

｜つ目の意味も含め、まだ糸蕊食のない方は、

表紙：今年3月に行われた、エアー・ニュー

ジーランド・インターナショナル・レ

ガッタより。

撮影／添畑薫
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締集人Ilj川和彦
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印刷株式会社気生堂印刷所

◆お詫びと訂正

rOffshore｣4月号｜～2ページに掲載さ

れた前田多満枝さんのインタビューの中で、

「'992年のケンウッドカップに参加」とあ

るのは編者の間違いです。ここに訂正して

お詫びいたします。（井上）
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常に世界一のセール･メーカーでありたい、

その時代の至高のセールを市場に提供したい､という意志を持ち続け、

ついに究極のセールともいえる3DLセールを世に送り出したノース･セイルo

最速のセールはどんなセールか､新しい時代にふさわしいセールとは

一

それに割かれる時間がどんなに膨大なものになっても、

世界で最高のセールを提供してきたという熱い情熱。

2つのセール･メーカーがそれぞれに磨きあげてきた技術と、

その技術を実際のセールの形に仕上げていくスタッフの優秀な能力とが、

高い次元で融合し､私達のﾛﾌﾄから生み出されるセールは

さらな繼化への道を歩き始めました。

慰

4◎

セールが完成し､入念なチェックを済ませ､ブルーとホワイトのNとSを、

あしらったマークを貼り付けるとき､私達はとても誇らしい気分になりますも

私達は価格をこえた価値をお届けします。＝‐‐、、:、
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PhoneO467(45)3666FaxO467(44)6777
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PhoneO468(57)1262FaxO468(57)0370

神戸口フト神戸市伺碆区衣掛町4-1-25平野ビル301号〒654
PhoneO78(734)1125FaxO78(734)1124
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